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の 年の 状と  
年の に る調査（ 30年度）の から  

 
大学 学部    

 
 
 29 年度に さ た第２次 ど ・ で 第１次

ど ・ や 調査結果 の 切り

ど ・ こと 理 とし ての ど ・ の やかな

有 る ・ や の家族の ・ の のための 会 の

・ の る い手の 的な 切り ・ の と

いう つの 要 ・ めている の 果 るに だ時

で あ うが の 年の に る調査（ 30 年度）の から

の 年の 状 認してい ことで に 要となる っていきたい して

書が ・ に る方 や 機 の方 年 て ださる

ての の き となること い めたい  
 
１ 年 とり １ 地域への好 度と の理由  

 ２（１）の 年 結果 みると の 24 年度から 28 年度にか て

好き という が 50 ていたが 30 年度 46.3 と した

方 どちらかとい い が 30年度で12.1 と他の調査年度に て

なった た 30年度学校 結果から 学校に にしたがって 好

き という が している が としてあ ら る 好き という

学生で69.8 学生で45.3 校生で29.5 であった に 的 である

きらい どちらかとい きらい 合 た 合 学生で 5.3 学生で

12.8 校生で23.8 と 加していた こうした学校 の 28年

度 結果と で あり 自身の 時 で ある 年 での への好

度が していた 的 が大 であると い こうした好 度の 結果

への などといった と し さ る結果で ある  
 こで 地域への好 の理由 ２（２）からみると 住んでいる人が 切・ し

いから 自 が かだから という が が で50 い

した しかし 学校 に 目 ると に 学校に にした

がって る があり で の が認めら た 地域の人 との

あるい 地域の自 への が してい ことの 合が大きいこと ると

への好 度 さ る要 として 地域の人 との と自 への

る 要があるか し ない 方 自由 の みると 学校 に ら
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に か という が 度 さ て り た ち という

みら た か という に加 かで住みや い かで ち

といった から か ということの さや といった

んでの のであると さ る の 年の好 度 要 として 地

域の人 とのあたたかい 実 でき や 等の 性が ないと じら  
自 かで な が さ ることが とり 大切であると思 る  
 次に 地域の人 とのあたたかい という について の の につい

て たい １の結果で 地域の大人に自 から んであいさつ ること い

つ している ときどきしている との 学生 88. 学生 82.3
校生 0.2 となった 的に 年自ら地域の大人にあいさつ している にあ

る 方で 学校に にしたがってあいさつ しな なっている うかが

る  ２の結果から の理由について てみたい 年が地域の大人にあい

さつ さ ているか た た ２で いつ さ ている ときどきさ てい

る との 学生 8.3 学生69.3 校生60.9 となった 学校に

にしたがってあいさつ さ ていると じる が な なっている １

の であるが 学校 の 合 から 年が地域の大人にあいさつ して

大人からのあいさつが ってこないことがあるので と さ る 29年度

さ た第２次 ど ・ で の 制として

地域の ど ・ 地域で り てる という に し あいさつ・

か 活動 じめとした地域活動の ・ 大 目 し 1年 どが したが こ

の結果から だ な に っていないことがうかが さらなる ・

大と に 果 してい 要があ う 地域活動 あいさ

つ・ か 動 の参加について 年 で 26年度 28年度が5 6
度であったのに し 30年度で 10. と 加して り に学校 で 学

生・ 学生 に16.4 であるのに し 校生で 2.2 と い 合となっている この

ことから 第 2 次 ど ・ のあいさつ活動 校生

に しつつあるが 校生・大人に だこ からといった がうかが る

校生や大人 とした ・ 活動が る  
 

２ 年 とり ２ 学校生活・家庭生活 して友人  
 の 生にとって 要で身 な の 度 個 人で なるにし

て 学校と家庭 して友人 であ う 人 に る の 的

として 学生で 家庭 とした から に学校や友人 に

してい 時 であり 生になるとさらに学校や友人 に しながら 家

庭 要な影響 つ時 とさ ている ここで 学校生活・家庭生活・友人

の で調査結果 る  
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 学校生活について 6 １結果の 年 で の 10 年間 楽しい ど

ちらかとい 楽しい と した 年が9 になっていることが かる た

学校 から の 合 学生 94.2 学生 86. 校生 82.3 となり

学校に にしたがって る あるが い していた

しかし 方で学校生活 楽し ないと た 生 り うした 年の

に かなり な さ じている いる 能性 したい た 学校生活

楽しいと じる理由として 6 ２結果の 年 から が 調査

の結果に して 30年度調査結果で の 合が なっているこ

とが できる の 年の として り の理由 とに学校生

活 楽しいと じていることが ら る さらに 学校 みると 学生

的 の で40 る であるが 学生になると40
る が 部活動 友だち 学校 の つになり 校生で さらに 部

活動 友だち と していた 生 が好きなので学校生活が楽しいと る

学生20.5 学生10.9 校生12.4 と 学校 にかか ら 1
たこと したい に に いて り 友だち 生 といった

人間 が学校生活の楽しさに影響している うである  
 次に 家庭生活について １家族・家庭が できる ・ 所かどうかでみ

ると できる あ あ できる あ た 合が 学生 98.1 学

生93.0 校生93.3 と い した 学校生活での に 合 ない

ながら 家庭生活で ら ない 年にとって で 合に って

性のある ている 能性が なること て ならない ２

家族との会話で に 学生96.8 学生93.2 校生90.1 が 話 る

と している 家族・家庭に大切なことについて できる ・

所 という んだ 合が 学校 に 学生3 .0 学生48.6 校生

52.3 と 学校に にしたがって なっていることが とい う 家族・

家庭に める 合が年齢の ど るこの理由 の調査から

に できないが 校生の自由 に で ど が20 になる で でい

て ること ここにいたいと思 る 所であること などと 的に

学生で 話したり いっし にでか る 悪の して って ること

といった があることから ると 校生で り 的・ 的 での

としての家族・家庭 した結果 さらに うした 生み にある

認 の切 が できる ・ 所 という につながっているのか し

ない  
 に 友人 について 悩みごとの相談相手 た た 13から間 的で

あるが てみたい い い なこと 相談 る相手 人 んで らった

13で さんという と友だちという が で36.0
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2 .3 となった こ 学校 でみると 学生で さんへの相談（45.8 ）

が友だちへの相談（18.1 ） り いのに し 生で さんへの相談と友

だちへの相談が して る（ さんへの相談と友だちへの相談が 学生で33.1
と 32.1 校生で 30.6 と 30.6 ） この結果から 学生 になると 家族と

に友人が 的な として 要な になって ることが さ る た

に 相談しない という ない で な 学生19.1 学生21.5
校生 18.0 と学校 に ら 2 となった 13（2）から に 相談

しない 合の理由 みると 状の悩みが相談 る どで ない 合（ で36.6 ）

や相談 と 自 できる 合（ で 23.3 ）などが として いことが

かるが 方で相談できる他 がいない 合（ で8.1 ）や他 に知ら た ない

合（ で 19.8 ）など な ないことに したい さらに 悩みの相談相手

が インターネット じた知り合い という が ないながら し（

で1.8 ） に 校生 で4.3 と 的 なっていることに したい 自

のこと に他 に るという 自 自身 つめ 機会 他 からの

フィー ックで たな自 自身の る機会 して とした ち や

ら る機会に なる しかし 相談 る他 が り 実に して

ることが になる つ り信 できる他 であることが 要であり の信

の他 とのやりとりから っ りと ってい ことが い の で インタ

ーネット じた知り合い の 合 的で 時的な信 に と 性や

に知ら 知ら に き込 る 性があること して きたい さらに

13（2） に 相談しない 合の理由の結果 に ると 相談相手がいない

という が 学校に にしたがって ていること の他 の自由 で

理 して ら ない 信用できない 相手 き込みた ない りの人に

いな不 あた た ない め などの があること して きたい こう

した から 年 る の ント て る 自身のこと

に話 さらに 実に真 に いて ら る じて 友人や 地域の

大人への信 て さらに の信 に相談相手の 実 できる

ててい ことなどである  
 
 年の自 と 性 他 への思いやり  
 自身の 的に実 ること 自 自己 自己 などと

学 活動や他 とのやりとりへの や 性などさ な に影響がある

ことが かってきている た 自 自身 ることに って生じ

の 合に身 な他 との に って さ てい のだと ている さら

に 自 に 自 が自身の 所 所 めてありの 的に実 る

と他 とのやりとり して他 に できた などから自身の 的実 て
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い とがあると ている 年 さに が自 自身について

命に 身 な他 とのやりとりや じて 悩み ときに み じながら

こ からの自 してい 時 とい る ここで 8から 12の 結

果 して 年の自 に 自 に る他 への思いやりや 性

して 年の悩みについて てみたい  
 自 についての あなた 自 のことが好きで か とた た 8（1）
で で 好き という が 16.3 どちらかとい 好き という が

42.3 で 的な が 58.6 方 的な どちらかとい きらい と

いう が28.1 きらい という が13.2 であった 28年度調査結果と

ると 好き という 合が （4.2 ）し どちらかとい きらい と

いう 合が 加（3.6 ）していた た 学校 性 でみると 的な

好き どちらかとい 好き という が 学生で 3.8 （ 8.2
68.9 ） 学生で 59.6 （ 66.0 53.2 ） 校生で 46.6 （

52.3 40.0 ）と 学校に にしたがって して で る

が認めら た こうした 的 で あり 年齢が にしたがって

して の方が 他 めさ な から自身 悩んでい

結果と ら る こで 悩みの た た 12の 結果と あ て

てみたい 方 での で の 合が いの のこと

（53.5 ） のこと（42.8 ） 学のこと（36.0 ） などであった た 学

校 にみたとき この つの して 学校に にしたがって

ていること（ のこと で 学生 40.1 学生 56.1 校

生 61.6 ） である 学校に にしたがって 加 る悩みとして 他に

家庭 家族のこと（ で13.6 ） 友だちのこと（ で20.3 ） 性のこと

（ で 9.9 ） のこと（ で 18.5 ） 性格のこと（ で 20. ）

や のこと（ で 23.9 ） と の に んでいた 方 悩み

ごと ない という 学生 32.1 学生 19.3 校生 . と してい

る の結果から 学校に にしたがって る悩みの て

いることが かる た の悩みの 的な として や のこと 性

格のこと が学校 にかか ら り いこと 家庭 家族のこと や 友だ

ちのこと で 学生 で り いことなどがあ ら る こうした結果

自 の と に していると ら た の相談できる他 の と

あ て る 要があ う い にして 悩みの や 自 に し

て 要な で あるが どの うに悩んでいるのか 悩み かち合う信 できる他

いるのか 悩みの に つ てい の か という に 年 人

とりと き合い てい 要があ う 合 ないが な

の とつとして いじめのこと で悩んでいる 生 （ で2.2 ）がいること
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として したい  
 次に 自 の となる 性に る 8（3）自 の らしさへの 動

8（4） や 楽 への 動 さらに自 と ると

ら る 9 自 大切にしている 10 他 への思いやり 11
自 や他 の命の大切さ について てみたい 性について

調査での であることの限 あ うが 8（3） 自 の らしさへの

動 に いて 8（4） や 楽 への 動 に いて の

調査結果（ 26年と 28年）と して う思う やや う思

う 合 た 合が 加している 8（3） 自 の らしさへの

動 について 28年で62.4 に し 年度で 5.2 8（4） や 楽

への 動 について 28 年で 4.2 に し 年度で 82.2 であった

この結果 の 年の 性の りと たとき の要 であ うか

ながら 調査で 要 る ていないので に ないが

な情報機器 に使 ることで情報 機会が 加したこと さ

る うになった の 果 果に る ー等 とり活動の 等

な で てい 要があ う しかし こうした 性の り

の で あり 自 自身への しい となっているのか し ない 9 自

大切にしている 10 他 への思いやり 11 自 や他 の命

の大切さ で じて 的 が していた 9 自 大切にしている

で している どちらかとい している という 的 が 28年で85.4
に し 年度で 81.4 10 他 への思いやり で している どちらかと

い している という 的 が 28 年で 95.2 に し 年度で 93.5 であ

った 11 自 や他 の命の大切さ での 的 が 28 年で 9 . に

し 年度で98.0 と い していることとあ て ると 自 大切に

している で 他 への思いやり で い と うが い 性が自

自身に き 自身の らなさや不 さに悩み がいている 年の で

きる た ういった自己 的な 自 の 年度調査の に して

いる うに思 る 悩 こと 自 が悪いことで ない の にとって

年が真 に悩んでこ たどり る のがあること 大切にし 悩みの が自

他 に らない う り うことが 要である  
 
 年の情報機器使用実 とコミュニケーション 
 インターネットやス ートフ ン タ ット 等情報機器の に り の

利 性や有用性とと に の加 や になる 性 ネット など情報機

器の 的な 時間利用に る が さ る うになってきた 調査に いて

20年度 年の情報機器使用実 と の影響の し
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てきている ここで に 年の情報機器使用実 について 年 に

目しながら あ て 年のコミュニケーションについて てみたい  
 インターネットにつながる自 用の機器の所有状況（ 15（1）） みる

と っていない という ご （ 学生4. 学生2.3 校生0 ）

であり 所有 の いス ートフ ンで 学生23.6 学生49.5 校生95.1
ー 機で ス ートフ ンと所有 が し 学生 8.5 学生 0.3
校生 56.8 であった た タ ット で 校生 り 学生の所有 が

なっていた（ 学生 に 40 度 校生 22.8 ） 方 話で

校生 度で11. から15.3 であった この結果から の情報機器 所有し

用 に じて使い ている 年の 状が か た インターネットにつなが

る情報機器の1 の使用時間（ 15（4））について 22年度から 28年

度の調査で 加 が認めら ていたが 年度 28年度調査と の結果

となった の い に 1時間 2時間 満 で26.2 2時間 3時間 満

で22.1 であった ネット の としての の目 として 20時間

の使用 あ ている あり に る が 校生で 48.6 （ で

33.5 ）であったこと したい である さらに 使用目的（ 15（2）） み

ると 校生と に ー 使用が 8 と なっている た 学生で

楽 （85.0 ）や情報 （64.2 ） 使用（60.2 ）が ー 使用の

他に い使用 している さらに 校生で こうした使用 の が こ

とに加 家族や友だちへの 話やメール といったコミュニケーション ール

としての使用が加 り 情報機器の な使用実 がうかが る  
 こうした情報機器の使用実 生活の に 影響 ている うで 睡眠

や への影響（ 16（3））が ある し ときどきある と る が

学生で24.6 学生で50.8 校生で 62.5 と 学校に にしたがっ

て している た フィルタリング機能 知っている（ 15（5））という

校生88. に し 学生（56.0 ） 学生（3 .2 ）で いこと さらにフィ

ルタリング機能 知っている 校生で の使用状況（ 15（6）） 48.3 にとど

ること フィルタリングについての の 活動の 要性がうかが る

さらに インターネットで知り合った他 とのやりとり（ 16（4））で 学生

16.1 学生30.9 校生52.1 で34.9 が していると した

で 28度と であるが 年度調査で 校生 が61.1 と いこと

さない うにしたい して インターネットで知り合った他 と実際に会

うこと（ 16（5））やインターネットで知り合った他 に自身の写真や個人情報

送信 ること（ 16（6））について 28 年度調査 り で が

かに している しかし ここで 校生 の 他に して い（実

際に会うことで 15.6 写真や個人情報 送信 ることで 15.6 ）こと の
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インターネットで知り合った他 とのやりとりと している のと思

の となる 性が さ る た インターネットにつながる情報機器で悪

口やいじめにつながる書き込み る ときどき る （ 16（2））と る

学生18.2 学生35.6 校生54.0 で3 .8 となった 自

自身が の である 合 と り うでない 合で ない書き込みに

い思い している 年が なから いることに したい  
 こうしたインターネットにつながる情報機器でのやりとり メールや など

の書き込み等 だ の 合 いであ うし がたと や動 機能 な

た 話だとして でのやりとりと 要な が なって る でのコミ

ュニケーションの 合 としてのメッセー だ でな 情や話し方 相手と

の や かいや さらに 所や 等が大きな影響 つ でのコ

ミュニケーションで うした な情報が さ 相手である他 の が か

てい 方 インターネットでの他 とのやりとりで 情報 が限ら るために

メッセー に 年自らの に って他 足し った他

りあ てい ことに なりか ない こうした 性 年自らの自

満たして しいという 実な相談相手であって しいという で あ うこ

と さ る 14で 友だちとのコミュニケーションとして楽な方法 た

ているが 結果 28 年度調査結果と で 学生と 校生で

や の が って いる のの（ に 25 ） 会って話 るとい

う が 学生で 8.2 学生で68.3 校生で68.5 と い 合 した こ

うした結果から 年が な情報機器に さ つつ使い ながら で

のあたたかいコミュニケーションに み ている が る うな がしてなら

ない 家族や さらに 地域の身 な大人 め 年の 切な情報機器使用

きつつ の でのやりとりの で 悩み が 年の き相談相手とな

ってい ことこ が 年 の 要な であり への 年 など

に る であると る  
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